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総研2008年プロジェクト
解題および抄訳・
ソフトウェアに関するプロジェクト・ベースト・ラーニング
プロジェクト主任研究員 福 井 幸 男（商学部）
本稿は総合政策学部 R.T.グリーン教授の上記
論文の解題および抄訳である。浅学非力を恐れつ
つ、プロジェクト担当として筆を取った。誤りが
あれば、何卒お許し願いたい。
日本語解題
はじめに
1960年代後半に、当時のアメリカのコンピュー
タ研究をリードしたMITで学んだ青年の一人が
総合政策学部のリチャード・グリーン教授であ
る。本稿は、これまでの自らのコンピュータソフ
トウェア開発と教育に関わった研究生活の中か
ら、グリーン教授が体得され感じられたことを率
直にかつ簡潔に個性的な溢れる文章で纏めたもの
である。
当時のMITのコンピュータ開発研究状況を振
り返ると、1964年にMITが AT&Tと連携して、
MACと呼ばれる大型汎用計算機のタイムシェア
リングシステム用の OS 開発プロジェクトを始動
させた。MACとは、Multiple Access Computer
の頭文字であり、そこでは、Multicsと呼ばれた
OS を研究開発していた。その狙いは、最高千人
のユーザが同時にかつセキュリテイ上問題なく利
用することであった。Multics はその後 AT&T
のトンプソンによって、セキュリテイ機能をはず
され軽快となって UNIX に発展する。また、
MACの研究チームの中に、ミンスキー率いる人
工知能研究グループがありその世界的な研究拠点
であって、そこでは分散処理システムの開発が熱
心に展開されていた。MACがどれほどの革命的
な影響を世界に与えたかは、1968年から1971年の
MACの責任者が、インターネッットの父である
リックライダー（Licklider）であることを掲げば
十分であろう。
こうした前途洋々たる活気ある時代背景を念頭
に1966年にMITに入学したグリーン教授の論考
を読んでいただきたいと思う。語られていること
は、コンピュータの設計思想であり、時代を掴む
大きな思想である。仔細なコーディング技術では
ない。また、仔細なカリキュラム内容でもない。
カリキュラム全体を貫く教育思想であろう。コン
ピュータに関する基本的な思想やアイディアは、
ナプキンにでも書ける位、シンプルで明快なもの
という強烈なメッセージである。ウォール街のグ
リーディな投機家の倫理を猛烈に批判することが
教授らしい。英文では極めて率直な表現が少なく
なかったが、かえって誤解をうけられてはいけな
いと感じて、あえて紹介を避けた。この拙い抄訳
でグリーン教授の思いと信念が誤解されないこと
を祈る。なお、プロジェクト研究会は、2008年
月28日午後、大粒の雹に見舞われ、上ヶ原からの
バスが一時立ち往生した三田キャンパスのグリー
ン教授研究室で開催した。
本論抄訳
 プログラミングの極意
1962年中学校卒業を前にして夏休みに IBM
1401マシーンを使って FORTRANのプログラム
を書くアルバイトを三ヶ月間続ける。こうした仕
事は、その後、高校時代の夏休みに PL 1や Lisp
などのプログラミング言語を駆使したアルバイト
を続け、1966年に MIT に入学する。COBOL と
いった商業用言語よりもむしろ院生たちと一緒に
MACという人工知能に関する研究プロジェクト
にのめりこんでいった。そこでは当時は珍しかっ
た Lisp 1.5などを勉強していた。人工知能分野で
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先行的に研究されてきた黒板アーキテクチャーの
設計に取り組む。これは、複数のソフトウェア間
に共通のデータ領域つまり黒板を用意して、単語
や文章のパターン認識にかかわるコミュニケー
ションを図るものである。当時は一台の汎用計算
機内部での活用をめざしていた。こうした先進的
な研究文化のなかでつぎのことを体得する。
 コーディングはつまらないがプログラミン
グのたて方の推敲は知的で楽しい、
 人工知能の第一人者であったマービン・ミ
ンスキーからは常日頃「良いプログラマーの最良
の道具はレストランのナプキンだ」と聞かされ
た、
 よきプログラマーは並みのコーダーの百分
の一程度の短い行数で計算を書ものだ、
 大事なのは、プログラムの設計思想である
から、これを自然言語でしっかりとドキュメント
化しなくてはならない、
 問題を頭の中でしっかりと定式化してから
プログラムの流れを抑える、
 一般に、既存のソフトプログラムの90％は
どこかのフリーソフトからの転用であり、オリジ
ナリテイの真価を問われるのは実は残りの10％な
んだ、
 ヨーロッパのソフトウェアは論理的でエレ
ガントで美しい、アメリカのそれはとにかく処理
スピードが早い。結局は、最後に残ったのはアメ
リカ製、
 マーケティング系の幹部はソフトウェア・
アプリケーションを顧客に営業をかけて売り込も
うとするが技術系はそんな商売気を余りださない
代わりに売り込めない。
以上、グリーン教授のコンピュータプログラミ
ングの極意は、その後、マグローヒル社からの主
著、Global Quality（1993）に結実する。
 コンピュータ革命
コンピュータの革命は、人々のものの見方を変
えた。とくに、生物学的あるいは社会システム的
な物の見方に大きな影響を与えた。コンピュータ
マシーンの誕生は、これらの分野に対して、コン
ピュータあるいはソフトウェアからの接近を可能
にした。喩えやイメージそして地理学や社会学や
文学や心理学といった研究にまで影響を及ぼし、
今やあたかも一つのソフトウェアであるかのよう
に考えるようになってきた。1980年代に入って日
本の品質管理の考えが世界を制覇し、そこでは経
営者からの立場ではなく消費者の目線からの見方
が大変大事になってきた。また、コンピュータが
LAN から WAN に繋がるようになり、ネット
ワークを活用して、トータルな品質管理が、顧客
満足、サプライヤとの連携、市場への対応力、そ
して成果の質など、統べての面で可能となった。
また、インターネットは徒手空拳の若い革新的な
平均39歳の若者がベンチャーで成功できる手段と
なり、もうテレビも書籍どころか東京やパリや
ニューヨークの鼻持ちならないエリートもいらな
い、そこで主導権を握るのは、敢然と新分野に向
かってソフトウェアビジネスを立ち上げる若者で
ある。
シャープのザウルスを駆逐したパーム（現
com社）、日本のビデオカメラ各社に一杯食わせ
たフリップ（現シスコシステムズ社）、世界の携
帯電話メーカを負かした iPhoneなどの成功例を
見ると、世界の市場を席巻した大企業があまりに
技術偏重の製品を出し続けた結果、消費者の目線
が抜け落ちて、そこをついた新興ベンチャーの製
品に負かされて財務的に追いつめられる。ハード
ウェアの会社と永年自負してきたソニーが新興企
業に破れてはじめて、自分たちの製品はソフト
ウェアで売ってきたことにはじめて気付く。巨大
企業が優れたソリューションを持つ技術を販売し
ているなんて嘘であり、ソフトウェアが統べての
問題を解決するわけでない。退職した技術者を雇
えば優れたソフトウェアシステムを再現するのは
簡単で真似できる、しかしその効果も次第に色あ
せる。
 ソフトウェアの学び方と教え方
 現代の教育の間違いは、子供達を20年間も
親から隔離して教室に閉じこめ知識を詰め込みし
かもそれらを実践する機会を与えなかったことで
ある。市井の人たちや知恵にふれさせなかったこ
とである。
 教育とは人間をつくる教育であり、真心を
つくる教育である。指導者も古きエリートもグル
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も宗教も子供達が自ら判断できる年齢に達する前
に好みのイデオロギーや嘘を彼らに吹き込んでい
る。今の教育システムは、従順さや、質問をして
困らせない・嫌われない、そしてエリートならう
まくかわせる納税などの思考を浸透させるための
社会的に合意された現実そのものである。教育は
学習とは違うのであり、「人間はまさしく思考す
るかぎりでのみ、過去と未来の間の時間の裂け目
に生きる」としたハンナ・アーレントが示唆する
ように、教育とは人間が生まれた時と場所を超越
してつまりその場所の言語や国や性や家族から分
かれて新しく精神的に生まれ変わることである。
 教室での講義は、本当の教育とは思えな
い。教師が喋るだけのシステムであり、中国での
印刷術の発明以来、教科書による講義は、全く教
育目的とは違うものであった。教育機関が講義に
頼っているとしたらそれは彼らがどれほど学生を
教育することに無関心であったかを示している。
暗記なども教育ではない。日独でまる暗記を強制
させているなどは、まさしく「人間掃除機」であ
る。吸うのはゴミでなく、雑知識である。
 現代の工業社会は「良き人間とは何か、善
とは何か」の定義を欠いている。社会は一体何を
生み出すのか、そのゴールを見失っている。2008
年から2009年の金融危機でアメリカのエリート校
の卒業生達があくなき金儲けの醜態を世界に見せ
つけた。善とは何か、良き市民とは何か、誰が社
会のリーダーになるべきかという深い問いを我々
に投げかけた。
 「観念は貴方を強くし、観念こそ使う価値
がある」という命題も、現代の教育システムでは
生きてこない、なぜなら生まれて20年間子供達は
学校でつまらない規約にならされていき、創造性
もはぎ取られていく。国家間の戦争で従順に人を
殺しあるいは使いやすい働き手となるのである。
 人々は自分の観念を現実の生活に適用しよ
うとは思っていないししたくない。今まで通りの
慣性の中で生きようとする。だからアイディアが
生活に役に立ち人生を変えるかもしれないと言う
こ と を 教 え な け れ ば い け な い、こ れ が
「grounding」ワークである。
 勉強を一人でするのは効率が悪すぎる、み
んなで互いに疑問点を出しながら助け合いながら
やることで学ぶことは大きい。
 アメリカでの先進的な情報研究教育プロ
ジェクトの紹介
① Star Logo
グリーン教授は多くのテキストを英文で書かれ
ていて、以下はそのさわりと考えて良い。
教育用シミュレーション言語に Starlogoがある。
これはMITのMichel Resnickが開発した分散処
理モデルの教育言語である。彼の狙いは子供達に
独裁指令もなく自然的に多数のエージェントが思
い思いに動くうちに次第に均衡する思想を教えた
かった。彼は人間を除いてすべての生き物が均衡
していく様子からデモクラシーを連想させたかっ
た。
② Coordination theory
同じく、MITのスローンビジネススクール教
授のマローン教授は有名な協調モデルで、個人単
独よりもチームやグループでの仕事が一般的と
なった現在、会議での情報の活用や伝達、調整が
意思決定の重要なプロセスとなっており、この側
面に理論的な光をあてた。ウェブが調整のための
通信費を劇的に下げ、ヒエラルキー構造組織を解
消させ水平的な組織が主流となってきた現在、
ウェブ上での調整がグループ作業効率に大きく影
響する。中央集権的でなく分散型の意思決定で
は、個人の自主的な判断や創造性が高められるで
あろう。
③ Stallman
フリーソフト運動の主唱者ストールマンは、
オープンソフトウェア運動からオープンコース
ウェア運動に続く流れを決めた人物である。世界
中の人々は互いにコストゼロで互いに通信できる
べきだという革命的な考えを持っている。彼の論
理に従えば、世界最高の教師陣と教科内容の環境
を年間五万ドルを払える家庭の子弟だけに独占さ
せるのは、社会的悪である。
④ software factory course
シカゴ大学での経験に基づいて、私は
「software factory course」を創案し、総合政策学
部で指導し、さらに新設の会津大学コンピュータ
理工学部でも採用された。会津大学では学部生向
けの「コンピュータ創造工房」の10コースの中で
活かされている。三田キャンパスでの新しいの
コースは、ある仮想的なソフトウェアプロジェク
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トを学生の眼前に提起し、切り分けた業務別チー
ム毎に課題を割り当て、最後に統合させようとい
う極めて実践に即した学習法である。デザイン、
コーディング、ドキュメンテーション化、チーム
内プログラミングの検証、全体の統合検証と移
る。これはおそらくビジネス界から、大学の情報
教育が現実のソフト業界のニーズに答えていない
と言う苦情から創案されたのではなく、グリーン
教授の教育の信念「自分で問題を発見して自ら考
え自ら解いてみる」という考えから誕生したので
あろう。計12回の一学期の授業コマのなかで、全
体課題に対して、メモリ・チェック・実行チーム、
インターフェイスチーム、データベース・ナレッ
ジベースチーム、オペレタ・オペランド・言語
ツールチーム、コード接合・コピーチーム、顧客
対応チームに分けて、各自の業務をコード化し最
後に全体を調整統合する。全員が大きな目標に向
かって自己の役割を認識しながら、一つのビッグ
プロジェクトに仕上げていく喜びの教育的効果は
多い。
⑤ TENORI-ON
これはメディアアーティストの岩井俊雄氏に
よって開発された楽器。「TENORI-ON」とはヤ
マハ製の LED付きボタンが16×16のグリッドに
敷き詰められており、このボタンを押すことで音
が出るという楽器で、複数のボタンを押すと次第
に複雑な音になっていき、曲として成立してい
く。ボタンは縦軸（垂直）が音階、横軸（水平）
が演奏順になっており、左から右へと流れるよう
に奏でる。これはまさしくコンピュータのソフト
ウェアプログラミングと同じ発想、同じ論理構成
である。この革命的な楽器の発明家によれば作曲
もプログラミングも基本的に同じ発想、同じ論理
構成である。卓越したプログラムは、既成概念に
とらわれない自由な発想から生まれる。
 Social Art Automation
関西学院では私は二つの科目を担当しているが
いずれも学生達に彼らを取り巻く様々な社会的な
そして個人的な情報の流れを、概念としてのハー
ドウェア「マシーン」に埋め込んで理解するよう
に求めていている。そこでは無数のプログラム
コードが繰り返し実行されている。実はこうした
プログラミングに取り組むなかで彼らは自らの環
境を一つの社会システムとして理解できよう。コ
ンピュータは数学的な計算をするものという学生
の既成概念を打破したい。現実に彼らを取り巻く
社会や家庭で起こっていることを、社会システム
として理解して貰いたい。
最近、「Social Art Automation」なる新しい概
念を創出した。音楽に限らず他の芸術に挑戦する
ことは、ソフトウェアの観念が現代の社会生活の
仕組みや働きにいかに浸透しているかを示す好例
であると言える。
 情報教育の信条と心情
最後に、グリーン教授は計38のポイントを提示
する。すべてを網羅することは出来ないので、幾
つかを紹介して終わりたい。
$プログラミングを教えるクラスなどはありえな
い、プログラミングは共通のミッションを持
ち、個人的にうち解けた仲間の交流の中で相互
に教え会うなかで学ぶものである。
$大学教育で教えているのはコードディングで
あってプログラミングではない。
$プログラミングはナプキンにでも基本的な設計
思想を押さえて書くもので、コーディングその
ものとは全く違う。
$プログラミングは発注企業や顧客を絶えず念頭
において書くもので、これらが欠落している大
学ではまともなものはできない。
$どうせ現行のハードおよびソフトは通用するの
はせいぜい10年だから、自然言語でのプログラ
ミングを教えるべきである。
$仔細なプログラミング言語を知らなくてもプロ
グラミングはできる。
$最初にするべきは何を解くべきかという問題の
設定である。問題自身が社会的な制約を受けて
いる限り、こうした側面を必ず考慮する必要が
ある。
$良いプログラムは悪いのよりも100分のの行
数で収まる。18ヶ月かかったものを午後お茶を
飲みながらたったの時間で終わったすご腕の
プログラマーを知っている。
$現実のプログラミングの%割は人のものをコ
ピーして活用することに終始している。学生に
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は優れたコードを見つけることを教えるべきで
ある。
$プログラムが微妙な性質を備えているとした
ら、それはそれ自体が社会的な外部環境に左右
される場合があるからである。税制が変われば
システムも変わる。
$仕事以外には、とりたてて運動もその他何事に
も無関心で活力のないプログラマーがつくった
システムは駄目だ。
$同業者としかつきあわないプログラマーのつ
くったシステムは駄目だ。
$ソウトウェアのアイディアは、DNA、社会性
そして量子力学の世界である。
$インターネットは集権化されたメディアを敗北
に追い込んだ画期的な発明である。
$技術者がまずシステムを構築し、つぎにマーケ
ターが消費者情報がとれるシステムに作り直
し、次に技術者がシステムをより高度にする、
こうしたサイクルが繰り返される。
$従来の教育のやり方では価値のあるものはつく
れないし、作らせるのは現実の消費者に売れる
ソフトをつくるコースである。
$金持ちで賢い文系出身者に使われているのが技
術系の人間であり、社会的スキルを教えない技
術教育などは自殺行為である。
$現在のプログラムのほとんどは男性社会のなか
で生まれてきたがゆえに、論理的に階層的であ
るが、そうした考えがないソフトウェアこそ将
来の有望格であり、子供の想像力をかきたて
る、協調的なシステムがふさわしい。
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